
 
 

 

良
寛
と
角
栄 

 

池
田 

隆  

良
寛
逸
話
出
雲
崎
油
絵
館
の
玄
関
扉
を
開
け
る
と
、「
そ
の
ま
ま
上
が
っ
て
来
て
下
さ
い
」
の
声
。

館
長
の
Ｓ
氏
が
迎
え
て
く
れ
る
。
今
日
は
休
館
日
で
あ
る
が
、
我
々
三
人
の
た
め
に
開
け
て
く
れ
て

い
た
。 

Ｓ
氏
は
定
年
後
に
趣
味
の
油
絵
で
良
寛
が
残
し
た
言
葉
や
教
え
を
広
く
人
々
へ
、
と
く
に
小
中
学

生
に
伝
え
た
い
と
沢
山
の
逸
話
の
場
面
を
描
き
、
解
説
文
を
添
え
て
展
示
説
明
し
て
い
る
と
い
う
。 

一
つ
一
つ
の
絵
を
見
な
が
ら
懇
切
な
解
説
を
聴
い
て
い
る
と
、
子
供
好
き
で
書
や
詩
文
に
長
け
た

昔
の
庶
民
的
な
お
坊
さ
ん
と
い
っ
た
程
度
の
私
の
認
識
が
改
ま
っ
て
い
く
。
仏
教
の
み
な
ら
ず
国
文
、

老
荘
や
儒
学
の
学
識
も
高
く
、
自
由
闊
達
、
清
貧
知
足
、
生
命
尊
重
、
庶
民
目
線
、
責
任
感
が
強
く

現
実
的
、
裏
表
な
し
の
人
物
と
知
る
。
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
行
者
で
あ
る
。
館
を
出
る
時
に
は
す

っ
か
り
良
寛
シ
ン
パ
に
な
っ
て
い
た
。 

翌
日
は
良
寛
記
念
館
を
見
学
し
、
出
雲
崎
町
と
隣
接
す
る
刈
羽
村
と
柏
崎
市
へ
車
で
向
う
。
田
中

角
栄
の
地
元
で
彼
の
記
念
館
も
建
つ
。
権
謀
術
数
と
強
引
な
金
権
政
治
で
日
本
列
島
改
造
を
試
み
た

大
政
治
家
だ
っ
た
。
百
六
十
年
を
隔
て
て
い
る
が
、
同
じ
風
土
・
地
域
か
ら
全
く
対
照
的
な
人
物
が

現
れ
た
も
の
だ
。
五
合
草
庵
と
目
白
御
殿
が
両
者
の
違
い
を
象
徴
し
て
い
る
。 

角
栄
主
導
で
制
定
さ
れ
た
電
源
三
法
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
世
界
最
大
の
原
子
力
発
電
所
の
周

囲
を
車
は
迂
回
し
て
い
く
。
だ
が
松
林
に
囲
ま
れ
内
の
様
子
は
分
ら
な
い
。
も
し
対
岸
の
北
朝
鮮
や

ロ
シ
ア
か
ら
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
た
ら
ど
う
な
る
か
。
フ
ク
シ
マ
の
原
発
被
害
を
は
る
か
に
超
え

る
だ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
発
攻
撃
を
思
う
と
絵
空
事
で
は
な
い
。
こ
の
発
電
所

の
タ
ー
ビ
ン
設
計
を
担
っ
た
元
技
術
者
と
し
て
一
刻
も
早
い
撤
去
廃
止
を
願
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
た
。 

数
日
後
の
日
曜
朝
五
時
か
ら
の
テ
レ
ビ
番
組
「
こ
こ
ろ
の
時
代
」
で
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
を
行

う
若
い
夫
妻
を
紹
介
し
て
い
た
。
命
の
大
切
さ
に
差
は
な
い
と
の
信
念
で
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
活

動
し
て
い
る
。
良
寛
の
教
え
の
体
現
者
た
ち
で
あ
る
。
つ
づ
く
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
円
安
、
株
価
下

落
に
大
騒
ぎ
。
お
金
に
支
配
さ
れ
る
社
会
一
般
の
風
潮
が
角
栄
時
代
よ
り
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

あ
ー
あ
！ 


